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　加速器技術の進歩によって、ビームとして研究に使用できる核種が増えた。
特に数百 MeV/A 程度の中間エネルギ－で生成された不安定核ビームは、幅
広い分野に応用されている。生成される不安定核ビームの収量のより正確な
予測と生成メカニズムの 明のために、生成された不安定核の運動量分布を
を測定した。
　測定は、理研と放医研で行った。理研のサイクロトロン加速器で加速され
た Ar(95MeV/A)ビームを Be 標的に照射し、RIPS を用いて生成された同位
体を分離した。分離した破砕片を Br-TOF-DE の測定によって同定した。各
同位体の生成率を、Brと出射 度の関数として測定した。この測定は、先の
実験で横方向の運動量分布に見つかった興味深い系統性[1]をより明確にし
た。図に測定の例を示す。放医研では HIMAC 加速器で加速した
Ar(290MeV/A)ビームを標的 C, Al, Au に照射して生成される破砕片の縦方
向と横方向の運動量分布を測定した。
　測定された運動量分布を用いて反応メカニズムを議論する予定である。

 [1] S. Momota et al.  Nuclear Physics A 701(2002) 150c-155c
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